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.現
實
の
動
態
過
掛
、の
分
析
武
器
^
し
て
、
從
來
の
靜
的一

般
.均
，
衡

論

，が

其

の

修

タ

當

し

‘な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
'
o併

し

乍

ら

、
現 

實
を
.分
析
す
令
手
段
‘と
：し

て

何

等

か
0,
意
味
に
‘於
け
る
均
衡
，が
、
實
際
に
，存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
動
擷
過
程
の
分
析
は
紫
じ
く
容
#
と
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な
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あ
ら
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吾
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抹
此
處
，に
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般
均
衡
論
に
代
比
る
有
カ
恕
均
衡
概
念
と
し
て
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.こ

念
を
擧
げ
る
事
が
出
来
る
。
.併
し
卞
ら
果
し
そ
貨
幣
的
均
衡
は
.ブ
般
均
衝
と
全
然
相
容
れ
ざ
る
も
の
で
あ
名
か
、
，或
•ひ
は
又
然
り
と
す 

れ
ば
貨
幣
机
,̂

衡
に
於
げ
る
諸
肿
，間
の
相
對
懷
袼
の
關
係
は
如
何
な
る
4-

.の
で
あ
る
か
パ
此
の
點
は
從
來
說
か
’れ
て
居
な
か
つ
.か
第一 

の
問
題
で
.あ
ス
0

勿
論
此
の
.場
合
ヒ
ッ
タ
ス
的
な
‘靜
的
な
’

「

不
安
^

|
な
る
ー|

般
均
齡
を
前
提
と
し
‘た
貨
幣
的
为
衡
は
問
題
を
解
決
す
る 

に
不
十
分
で
あ
る
(0
吾
々
が
問
題
と
す
る
の
は
^

く
‘迄
ミ
ル
グ
ー
ル
的
な
貯
蓄
と
投
赘
の
|
等
を
中
心
と
せ
る
動
態
理
論
で
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
、
又
貨
幣
的
均
餘
に
於
け
'る
利
潤
率
と
利
子
率
の
關
係
は
、
ミ
.ル
ダ
ー
ル
が
說
か
ふ
と
し
て
、
果
さ
な
か
0

た
點
で
あ
る
0

私 

は
木
稿
に
於
て
先
づ
貨
幣
的
均
衡
の
三
條
件
を
動
瀨
的
祀
發
展
せ
し
め
、
■
第
二
に
三
條
件
の
實
際
的
な
る
事
前
的
測
定
を
試
み
"
最
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*

に
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數
の
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と
貨
幣
的
均
衡
わ
關
係
を
述
•ベ
て
.見
た
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檬
想
の
•

弾

力

性

と

選

擇

の

，理
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,

ミ
ル
ダ
ー
ル
は.
ゥ
ィ
ク
セ
ル
の
自
然
利
子
概
念
に
代
ふ
る
に
豫
想
收
氟
率
を
以
て
し
、
：貨
幣
的
均
衡
の
第1

條
件
を
资
に
一
步
現
實 

化
し
た
の
で
あ
る
が
い
豫
想
利
子
率
と
獯
想
利
潤
摩
の一

■致
を
以
て
直
に
第一

條
件
と
爲
し
た
爲
办
遂
に
其
の
考
察
は
靜
態
的
と
な
ら 

•■
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
;0
'
動
態
過
程
の
分
析
を
更
に
精
密
な
ら
し
む
る
爲
め
に
、は
*
 
•

マ
イ
ク
P

エn  

ノ
ミ
ッ
ク
の
.理
論
が
不
可 

缺
で
あ
K
o

ミ
ル
ダ
ー
ル
の
試
が
成
功
、し
な
か
つ
た
一
、の
原
因
は
實
に
，此
處
に
あ
る
と
：一

K

ひ
得
る
t

あ
ら
う
。
吾
々
は
選
擇
の
理
論
に 

迄
遡
つ
て
此
が
潔
察
を
試
み
ょ.
う
。

，
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第

1
-

圖
ビ
於
て
乂
軸
甿
貲
幣
を
¥

軸
に
證
券
を
，と
る
。.
指
標
1

, '

の‘
第
ー
の
無
差
別
冊
線
に
依
り
' 

證
券
及
び
貨
幣
の
所
得
水
準
1

1\
1
.

 

,

に
於
け
I

保
有
量
が
定
4

:

0

價
格
變
動
曲
線
.i

l

所
得
變
動
曲
線
の
合
成
§

,

た

る

、
、
支

出

擴

張

線

PI
A

P3
*

:

が

均

衡

を

維

持

，す
.る 

か
、
又
は
何
れ
か
の
方
向
へ
累
積
過
程
を
惹
起
せ
し
め
る
か
の
指
此
’

と
な
る
。
此
め
曲
線
の
方
向
を
決
定
す
る
も
の
は
利
子
牵
の
絕
對
，

.

を
犠
牲
に
す
る
で
と
の
方
-

が
大
で
あ
る
か
ら
人̂

は
證
券
を
餘
分
に
買
ふ̂

り
は
、
增
，加
し
た
る
貨
幣
所
得
を
現
在
の
消
費
又
は
將
來 

ノ
に
對
オ
る
買
溜
め
に
用
ひ
る
で
あ
ら
う
。
敝
し
ズ
领
想
耍
素
は
現
祚
及
び
過
去
の
.

狀

態

、と

無

關

係

に

定

ま

る

も

の

で

は

な

い

。

、
、•、
ル
ダ 

丨
ル
は
此
點
を
十
分
考
察
し
な
か
つ.
た
爲
め
方
法
‘

論
的
に
成
功
し
な
か
つ
、た
の
•

で
あ
る
。
吾
々
は
此
欠
陷
を
補
.

办
、

過
，去

現

祚

將

來

の 

關
係
を
承
す
も
の
と
し
て
、
ヒ
ッy

ス
に
依
り
示
る
れ
た
豫
想
の
彈
カ
性̂

る
概
念
を
持
つ
の
で
あ
る
。
而
-̂

て
此
概
念
こ
%
先
に
示 

し
た
豫
想
利
子
の
騰
貴
.

の
割
合
と
流
動
性
選
像
の
關
係
を
解
く
武
器
と
な
る
ド
あ.
ら
う
。
利
子
率
に
關
す
る
豫
想
の
弾
力
胜
が
一
以
下 

尨
ら
ぱ
、
人
々
は
流
剛
性
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
の
方
が
、
證
银
を
買
ふ
こ
と
に
依
で
、
將
來
得̂
-

れ

る

で

あ

ら

う

利

子

_

ょ

り

も

大

で

あ
る
か
ら
、
所
得
が
增
加
す
れ
ば
典
の
半
分
以
上
を
現 

在
又
は
將
來
の
爲
め
に
用
ひ
る
財
•貨
の
購
入
に
用
ひ
る 

.

で
あ
ち
ぅ
。
.

卽
ち
、豫
想
‘

の
弾
力
性
が
-

以
下
な
，ら
§
、

:.

交
出
擴
張
線
に.
關
し.
て
、
，
貨
幣
の
證
券
に
對
す
る
限
界 

.

.-

代
替
率
は
遞
增
す
る
。(

但
し
今
の
場
合
價
格
騰
貴
の
過 

-
程
に
就
て
述
べ
て
居
る
.の

で

あ

っ

て

ノ

價

格

下

落

，の
過 

、
程

に

就

て

は

別
‘

の
考
察
を
櫻
す
る
。

薔
し
此
場
合
逆
の
，
 

關
係
は
恐̂

く
：诚
り
立
た
な
い
か
ら
で
あ
る)

次
に
豫 

.

證

瀨

；％w

力

胜

が

密

欢

爷

感

，：：

流

動

性

喪

朱

に

依

ぶ

犠

牲

' 

感
と
將
來
得
る
で
あ
ら
ぅ
•

利

子

_

と

は

相

等

し
く

な

，
 

.

る
々
此
場
合
貨
幣
の
證
券
に
對
す
る
限
界
代
替
率
社
木 

變
で
、あ
る
。(

無
論
此
が
妥
當
す
る
の
け
或
る
程
度
迄
の

», 

,

事
で
あ
っ
て
：所
捋
が
急
激
に
大
墙
•加
し
た
場
合
は
必
ず 

’ 

‘

し
も
斯
く
推
論
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、

1

期
間
を

货

幣

的

均

雛

：論
.
■
檢
W

と
つ
て
考
察
す
る
場
合
、
斯
石
事
は
殆
ん
ど
無
い
か
ら
.、

.

1

’

應
考
察
の
外
に
置
ぐ
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
'

ら
ぅ)

. 

最
後
f

に
.豫

想

の

彈

ヵ

性

が

一

以

上

な

ら

ば

前

述

の

推

論 

■
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か
ら
類
推
し
’

て

、

貨

幣

，
の

'

證
辦
に
對
，す
ろ
限
界
代
替
率
は
遞
減
す
1
る

ノ
、

■ 

- 

<

■

-
 

、

，
 

以
上
け
證
絲

|
§

要
者
た
，る
投
機
業
者
の
立
場
か
ら
見
た
の
サ
あ
る
が
、
他
方
供
給
者
側
か
ら
見
れ
ば
ど
ぅ
な
る
か
'
證
券
を
發
行
す

• 

-
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.
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■

:

る
の
は
本
來
は
命
業
で
あ
も
が
、
此
處
に
辦
要
者
と
供
^

^

ど
の
媒
介
手
段
と
し
ズ
啥
酴
機
關
の
地
位
の
重
要
性
を
特
筆
：し
^
け
れ
ば 

な
ら
な
.
い
。
併
し
劳
察
ぞ
簡
単
に
+

る
爲
め
、j

應
此
！1

で
は
企
業
と
餺
耍
背
の
鞦
係
に
棘
て
考
へ
.

る
此
の
.場
合
需
要
者
側
の
所
得
に
相 

對
す
.
る
も
の
ば
資
，本
で
あ
る
°.

無
.論
此
埸
合
紙
差
別
曲
線
ば
^

>

.

兩
軸
に
釙
し
四
形
と
な
る
。
？
て
利
子
荦
に
關
す
名
豫
想
の
•彈
カ
性 

が

一
以
下
な
ら
ば
' '

企
業
は
‘
現
^ -

に
於
.
て
生
.

を
姨
張
レ
、
坐
產
物Q

'

形
.
で
ス
ト
ツ
ク
す
る
•
危
贬
を
胃
す
ょ
り
も
^

將
來
に
於
'て
使
兩 

さ
る
べ
^

財
貨
か
貨
幣
资
木
の
，形
で
保
有
す
る
方
/ ^

有
利
で
あ
る
d

故
ぬ
企
業
の
满
金
パ
證
券
の
選
槔
$

へ
る
な
ら
ば
、
利
子
牵
に 

關
す
る
豫
想
の
彈
カ
性
が
一
以
下
な
ら
ば
貨
幣
の
1

證
券
に
對
す
る
限
歎
代
替
率
は
遞
減
す
る
。
同
様
に
し
て
利
子
に
關
す
る
豫
想
の
弾 

力

性

が

，
な

ら

ば

.

貨
I

の
證
卷
に
對
す
る
限
界
代
替
_

は
不
變
，で
あ
り
、
利
子
虻
關
す
る
I

想
，の
弾
力
性
が
一
以
上
な
ら
ば
、
貨
幣 

の
證
券
に
_.對
す
る
.限
界
代
替
率
札
遞
增
す
る

。
，

、
.
、バ
ン 

-

,
' 

‘ 

.
■.

、 

、 

' 

' 

,

斯
く
し
て
貨
幣
の
.
證
券
に
對
す
る
限
坭
代
替
率
が
#

要
者
側
，

i
=
L

於
け
る
も
の
と
供
.終
者
佩
に
於
け
る
も
の
と
等
し
く
な
る
の
は
豫
想 

の
彈
カ
蚀
.が
一
な
る
場
合
で
あ
る
。
從
つ
て
貨
幣
的
均
衡
の
^

J

一
條
件
た
る
貯
蓄
ど
浚
資
の
均
等
を
齋
ら
す
利
子
率
は
、
豫
板
の
彈
カ 

性
が
一
な
る
利
子
维
で
あ
る
。

.(

ニ)

利
潤
利
子
所
得
の
關
係
■
、

_ 

: 

:
 

;

,

、
. 

- 

.
:
’
，

‘
，
，

：

 

•

.

以
上
の
推
論
は
凡
セ
他
の
事
情
が
等
し
い
事
を
前
'提
と
し：

て
届
る
。
併
し
乍
ら
今
や
，此
の
假
觉
を
除
去
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
め「

他
€> 

靡
情」

'
の
中
で
最
も
重
要
な
關
係
を
荀
す
る
も
の
は
掏
僧
、
企
業
者
側
に
於
け
る
利
潤.

；
び
、需
要
者
侧
に
於
け
る
所
得
に
關
す
る
豫 

想
の
彈
カ
性
で
'
あ
る
。
物
價
贮
關
し
て
は
次.
に

述

べ

，る
‘
こ
上
と
し
て
、
先
づ
利
澗
、
利
子
ノ
所
得
の
‘關
係
を
考
察
し
よ
う
。

.

•先
.づ
需
要
者
側
か
•ら
考
へ
-る
と
以
上
の「

利
子
率
に
關
す
る
豫
想
の
弾
ヵ
”性」

.と
し
て
述
べ
た
點
は
、「

利
子
率
に」

關
す
る
德
想
.の
，彈
カ 

性
と
所
得
に
關
す
る
豫
想
の
彈
力
牲
の
.比」

と
書
き
it
さ
れ
ば
な
ら
な
いo

、郎

ち

利

子

率>に
關
す
る
像
想
の
彈
ヵ
性
が
一
忽
上
で
も
、 

所
得
に
關
す
る
豫
想
‘CO
-
彈
ヵ
性
が
其
以
上
t
ら
ば
、
A

々
は
將
來
利
子
の
獲
得
の
爲
め
に
I

敢
て
流
動
性
を
犧
牲
と
す
る
こ
と
t
欲

し

. 

な
い
か
ら
で
あ
る
。
從
つ
、て
>
貨
幣
的
.均
衡
.の
第
一
條
件
は
、
利
子
‘傘
に
關
す
る
豫
想
の
彈
ヵ
性
と
所
得
，に
關
す
る
，豫
想
の
弾
力
性
が 

等

、し

い

て

と

で

あ
.る
。 

• 

、

'
、
•
_ ' 

.

「

 

•

企
業
に
就
て
も
同
機
の
事
が
•
一

K
.

へ
る
。
卽
ち
利
潤
率
に
關
す
る
豫
想
の
、彈
ヵ
性
が
利
子
率
に
關
す
"
る

豫

想

の

彈

ヵ

性

ょ

り

も

少

.な

ら

、
 

ば
、
利
子
萊
に
關
す
，る
豫
想
の
弾
力
性
がr

以
上
で
も
、
坐
產
物
の
形
で
ス
ト
ッ
ク
し
た
方
が
有
利
と
t

る
か
ら
で
あ
る
。
從
つ
て
利 

潤
率
に
關
す
る
豫
想
の
彈
ヵ
性
と
利
子
率
に
關
ず
名
豫
胤
の
彈
ヵ
性
と
が
昝
し
い
と
と
^

以.
て
貨
挪
的
5,

衡
の
第I

‘
條

件

と

す

，
る

と

と

.

 

が
出
來
る
/0
仉
し
机
上
'
の
推
論
ほ
利
子f

決
定
論
に
關
す
名
私
の
見
解
と
は
無
關
係
な
る
こ.
と

、を

附

言

す

る

。

〜
;

.

以
上
か
推
淪
圹
盤
理
す
れ
ば
，、
货
幣
的
均
衡
心
第一

條

件

は

浬

中

f

n
遝
ィ
か
惑
樹
3
欏
过
辟
=
浬
鎞
嘰
\
题
气
<>
*
慼
銻
3

®

^

S

 

^
 

: 一
 

_

.

と
な
る
，
、
' 此
場
合
利
潤
と
利
-T
*
.と
は
其
の
騰
货
维
が
等
し
い
の
で
あ
つ
て
、
バ
ミ
|
グ

1
ル
の
如
ぐ
絕
_
罾
が
等
し
い
0
で
讨
な
い
か
ら

,
胗
後
に
利
子
率
の
分
化
の
問
題
が
殘
、る
o
’單
に
利
子
率
.と
一
：み

つ

て

尨

長

期

利

子

と

.短
期
利
子
'、

貨

附

利

子

と

預

金

利

子

の

，分

化

が

あ 

I
。
前
栽
に
關
し
て
は
各
々
其
辦
耍
及
び
供
給
、の
彈
ヵ
他
を
考
へ
ね
，ば
な
ら
ぬ
。
卽
ち
社
僙
利
子
の
如
き
|>
'
.の
ば
、
比
較
的
投
機
要
素 

が
少
な
い
か
らv

赞
際
の
'利
廻
が
if

；'
較
的
大
き
く
動
い
て
も
社
愦
價
格
は
不
變
.で
あ
る
o
.從
\0
、て

利

子

率

ゎ

分

化

を

考

へ

-る
と
き
夫
丸
. 

の
證
券
の
豫
想
の
#
力
性
と
属
耍
の
卿
力
性
の
比
が
悅
等
し
く
、
又
夫
々
の
»
券
の
豫
想
の
彈
ヵ
性
と
供
給
の
弾
力
性
の
比
，，が
^

々
等

.

.货
胳
、1
均

衡

顏

の

押

舊

• 

■ 

■
. 

. 

'

.，
五

七

-

(

ニ
ニ
七0

 

-

、



し

く

な

け

れ

ば

丨

な

ら

な

.
い\°
換
耆
す
れ
ば
供
输
の
彈
カ
性
2.

需
舉
の
彈
ヵ
粗
は
於
此
例
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
，い
0

而

し

て

利

潤

_

と

對 

比
せ
ら
る
バ
き
戡
本.
利
子
と
し
て
は
、
銀
行.
の
手
形割

：； F；

率
を
採
る
こ
と
が
最
も
適
當
で
あ
*
ら
ぅ
。

•

(

三)
第.
一
條
件
の
%
際

的

適

用

■'
■

,

-

 

:

'

.

第

一
條
件
を
現
赞
に
適
用
す
る
際
^

從
來
は
麗
々
豫
想
利
潤.
率
及
び
讓
利
子
率
の
測
定
が
問
題
と
ぶ
れ
た
。•
併
し
一
般_

の
株.

 

式
價
格
指
數
を
以
て
豫
想
利
潤
率
の
指
數
と
し
、
社
債
價
格
の
指
數
を
以
て
長
期
豫
紙
利
子
率
か
指
數
、銀
行(

及
び
信

託

會

社

並

P

勿
論
ミ
ル
ダ
ー
ル
的
に
絕
對
額
を
比
較
す
る
場
合
に
は
斯
る
方
法
を
探
る
こ
と
は
、
可
成
危
險
な
問
題
が
#

す

る

，
が

、

舉
’
カ

性

概

念
 

に
廣•
き
代
へ•
る
上
と
に
依
り
ノ
此
の
阑
難
は
除
か
れ
得
；々
。
過
去
に
於
け
^

氮
際
吖
利
子
率
榴
數
を
“
ぃ
銀
行
の
株
偕
指
數
を
ノ
現
在

に
於
げ
る
|赞
際
の
利
子
指
數
を
£

銀
行
の
株
價
桁
數
を
代
4

す
れ
ば〜

 

,
 

.

ン 

.
'

t 
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. 
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. 

i 

- 

' 

t
. 

.

y

 

.

錨
盔
淫
屮
偎
汽
题
^
か
慼
樹
；5
褊
^
辟
=
:
~
£
1
.
2
 ̂

ノ 

.

• '

....

-
V 

r 

, 

.
V
: 

.

.

. 

I 

. 

. 

. 

-
v
-
b
-
.
-
」

p

- 
■-
 

.
- 

- 

- 

.

. 

.

'

.

:

.

-

で
示
さ
れ
得
る(

巧
と
凡
が
一
致
す
1

の
は
特
別
の
場
合
で

-̂

り
、
恐
ら
く
動
態
に
於
て
一
致
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
ら
ぅ)

長
期
利
1--

率
、

;

■

■

!

_

!:
■

■

屡

侧

1

漏

道

；:1
:

1;
1

1

_

_

_

^

に
测
定
す
る.
こ
と
セ
困
難.
で
ぁ
り
、
實
"際
的
適
用
に
常
つ
て
は
、
ミ
ル
グ
丨
;1
;
-

的

に

第

ー.&
.
件

を

中

心

と

す

る

事

は

止

む

を

得

及

で

う 
o

.
 

-■
■
■ 

:
>

.

.

.

.

.

.

一
'-
-

.V
'
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.

.

.

. 

V
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:

•

;
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'
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.
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■
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•
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•
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'
•
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:'-V 

-
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.

.
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'

■
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• 
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へ
.
.

.

S

)

ミ

ル

グ

ー

:
ル

理

論

の

^

味

‘
I

:

 

、
 

ノ

’
，

貨
幣
的
.均
衡
の
變

/ I
件
，は
周
知
の
如
べ
貯
帮
と
投
赘
の
均
等
で
あ
る
'0.
此
點
に
‘就
て
は
--
':
ル
，ダ
i

ル
が
均
, ^
と.
な
る
ベ-
き
も.
の
は.
：.

.一
 

祺
前
の
貯
薔
と
投
资
な
る
祺
を
明
ら
か
に
し
て
居
る
。.
併
し
彼.
の
述
べ.
て
居
る
第
ニ
條
件
は
堪
し
.て
無
條
件
に
承
認
さ
れ
得
る
も
の
で 

あ
ら
う.
^
、
今
彼
の
理
論
を一 .

瞥
し
て
見
ょ
う
。「

今
貨
幣
的
均
衡
が
存
在
す
る
ん
^

定
し
-̂
う
。

一
、
ニ
の
理
由
で
企
'業
家
が
實
物
資 

本
の
將
來
收
益
に
對
し
‘、

ー
層
霞
的
な
觀
念
を
管
ナ
他
の
事
您
變
化
し
な
ぃ
と
す
る
。
更
に
貨
‘幣
利
子
率
が
、
將
來
收
益
.に
對 

.し
企
業
家
が
樂
觀
的
と
な
-0
た
に
も
御
ら
卞
ノ
資
本
憤
値
を
ー
定
|
保
っ
に
十
分.
な
丈
、
卽
時
に
騰_
貴
す
る
と.
す
る
。
併
し
假
令
資
本 

0 -
.
:■:
■

-:
■:7  

V;
:/
»

蟛
が
讓
劇
資
求
：

の

棘

牧

_
_
_
.

备
象
黴
胤
打
變
代
作
後
に
失
從
つ
て
社
會
：

彳

.

の
全
所
得
は
必
然
的
に
增
加
し
て
居
る
。 

.
 

' 

.

r

'
 

,
,

.

(

■ 

.

用
ひ
ら
れ
る
.
所
锝
，部
分
も
亦
不
變
で
あ
る
か
ら
、
俏
費
財
の
價
格
冰
準
は
不
變
で
'

あ
'
!
:
?。
，貨
|

利
子
率
は
：變
化
.せ
る
豫
想
及
び
潑
化
せ

'
 

,

る
投
货
の
收
益
に
，從
っ
て
%

加
す
る
か
ら
»-

投
赉
1

更
に
刺
軟
す
る
’
も
の
は
な
い
、
促
つ
て
甯
物
投
資
は
同
じ
朱
庵
分
' #

に

於

て

以

前

< 

，と
疋
猶
艾
同
じ
率
丈
增
加
す
る
‘
で
あ
ら
う
。
併
し
其
に
.
も
拘
ら
ず
貯
蓄
は
墙
加
す
る
タ
其
•
の
場
合
、
吾
>

は
貯
蓄
が
增
卯
し
、
投

資

ガ
‘

/

不
變
で
あ
り
、
而
も.
貨
幣
的
.

均
衡
狀
態
が
存
在
す
る
と
云
ふ
寄
妙
、な
事
懷
に
到
達
す
る
、
蓋
し
利
潤
差
が
變
化
し
な
い
か
ら
‘

で
あ
る
。」

■

::-

■-
 

. 

.
、
 

. 

- 

-r 
'*»
■

.
，
.
く
ノ

 

ノ 

•■,
-. 

... 

、
: 

•

.

.

.

. 

. 

. 

.

.

.

. 

E
1
.
W 

*

:

 

• ; 

‘ 

• 

. 

. 

、
 

. ： 

■
.

,

:

:

'  

以
上
の
引
用
に
依
り
•ミ
ル
グ
ー
ル
の
，立
場
が
明
ら
か
と
な
.る
。
册
蓄
が
僧
加
し
、
、役
資
が
不
變
で
あ
る
の
'
に
貨
幣
的
均
衡
が
'»
持
さ 

•. 

れ
る
と
运
ふ
理
，由
は
何
處
.に
あ
る
か
、〉

.、、
ル
广
1

ル
の
云
ふ
如
く
'

價
储
投
資
の
概
念
を
認
め
る
と
し
て
も
、V

"

!
 

9

と

な

る

の

*

は

、

貨

幣

的

均

衡

か

，維

，抑

さ

れ

て

居

る

結
果
で
あ
っ
て
、
貨
胳
的
均
衡
の
存
祖
が
確
め
ち
れ
ざ
る
以
前
に
0

が̂

と
3

の
弟
に
等
し
く 

- 

な
る
と
一K

ふ
理
由
は
な
い
。
消
费
財
の
價
格
水
準
が
：
觉
な
る
こ
と
杯
貨
幣
的
均
衡
.

存
在
の
理
由
と
た
り
雛
い
こ
と
は」

般

に

認

め

ら

.

.

.

. 

.

. 

. 

.
•
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I
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>  | & * |

ノ .
贤
幣•
的
均
衡
理
論
の
■再
橡
射
!.
 

.
ノ

'

•

‘. 

-  

’
 

'  

_  

六o

 
_ 

.
c
jr
r.
o)  

!

.

,

.

れ
て
居
i

所
で
あ
力
、
ミ
-
ル
グ
ー
ル
自
身
•も
否
定
し
て
居
な
，s
o

、
然

ら

：
ば

貨

幣

的

：
均

衡

存

在

の

「

理

由

は

、
•

利
潤
差
.
.

一

资
と
ーK

*

ふ
こ
と
-

以

，
 

外
に
求
め
■
雛
い
。
卽
ち
■

ミ
.
ル,

I

ル
は
贫
て
下
ィ
ッ
諝
版
7 ?

示
' ^

た

利

潤

差

寧

の

扁

件

を

利

潤

堯

不

變

：
と
一
ズ
ふ
こ

と

に

置
き
代
へ

た

に
 

過
ぎ
な
い
。
然
る
に
發
‘
展
的
か
&

濟
に
乾
て
は
利
潤
差
ニ
定
と
•
芦
ふ
と
ど
は
餘
セ
に
も
期
待
し
難
い
事
柄
セ
あ
る
。
又

豫

想

所

得

が

續
.

.

加
す
'る

の

に

消

费

に

用

ひ

ら

れ

：る

’部

分

が

不

變

で

あ

，
る
と
一

¥
ふ

事

も

、#

し
<.
非

現

赞'的

で

あ
^

こ

れ

も

利

潤

盖

一

宛

の

^

^

と

同 

じ
く
準
靜
態
的
な
砸
論
を
維
持
せ
ん
と
し
た
が
爲
に
生
じ
龙
も
.，の
と
見
る
歡
が
出
來
よ
ぅ
。
.
く
じ
て
ミ
ル
-ダ
.
1ル
は
動
態
的
な
理
論 

-

の
建
設
をK

德
と
し
な
が
ら
^

*
眞
貧
は
準
^

^
の
域
を
出
て
居
な
^\
と
运
へ
よ
.ぅ
。
吾
'々
.中
更
に
動
態
的
^

理
論
へ
と
進
んV

で
、
貯 

"

蓄
の
墘
加
分
と
役
資
の
增
加
分
と
•の
.均
等
を
‘以

て

貨

幣

的-均
衡
の
第
二
條
件
と
す
べ
费
で
あ
る
:'
0
卽
.ち
ミ
ル
.ダ

ー
ル
の「

抽
象
的
な
例」

:

•
に
於
て
は
貨
幣
的
均
衡
は
存
し
な
い
も
.
の
•
と
見
名
べ
き
で
あ
名
。

' 

而
し
て
實
際
に
適
用
す
る
擦
合
に
も
，.價

値

投

資

の

概

念

を

排

除

す

、
る
、

，
，

，
 

'
-■

方
.
ヵ
«

和
で
あ
る
。
卽
ち
眞
め
意
味
の
貨
幣
的
均
衡
に
.

於
、て
は
>

?

ョ
€

0

^

&§

と
.

^

方
穴
1 ,
-1011'

と
は
花
確
に
*-
-*

致
す
<

き
で
あ
り
、

D
H

O
.

と
な
つ
て
、
第
'ニ
條
件
は.R

2
H

-S

を

示

す

も

、
の

と

，な

ら

ね

ば

紅

ふ

& '
い
0.

以
上
の
貨
幣
的
均
衡
を
維
持
す
る
利
« ]
と
^

于

の
•

關
係
は
•»

絕
對
額
が
等
し
い
の
で
は̂

く
、.
只
典
の
比
が
等
し
い
こ
と
の
み
、を
條
件
と
す
る
の
で
あ
る
か
6

、

ミ
ル
-
ダ

ー

ル
の

概

念

よ 

り
%

ー
.

脐

動

態

的

と
'

な

り

得

る
.

で
；あ

ら

ぅ
0
 

■ 

.

■

.

.

.

,

」

五)

.

貨
幣
的
均
衡
の
.
構
造

-

,
>
• 

..
 

:
: 

t
 

.

,

、
 

’

■;

ミ
ル
ダ
ー
ル
の
今一

つ
^
<
點
は
'

貨
幣
^
!

の

變

化

を

十

，分

に

#

察
し
セ
居
な
い.
事
で
あ
る
、
卽
ち
'ミ
ル
ダ
ー
ル
に
於
‘て
は
佘
融 

機
關
の
態
度
が
考
察
さ
れ
‘て
居
な
い
：パ
貨
幣
數
贲
が
不
變
な
と
と.
を
前
提
と
し
て
の-
み
、
貨
t

的
.均
衡
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
と
す
れ 

ば
、
眞
の
勧
態
>
の.
分
析
武
器
.と
し
て
貨
幣
柄
均
衡
を
使
用
す
る
と
と
は
» -
來
な
づ
併
し
貨
幣
的
均
衡
は
決
し
て
靜
態
的
な
概
念.
で.
は
：

^

な-
ぐ
、
此
を
蟥
張
け
る
と
と
に
核
て
動
態
分
析
の.
武
器
と
爲
す
ご
が
出
來
る
。
典
に
は
第
一.
節
で
述
4
た
如
く
、企
業
と.
投
■

者
と

• 

• 

- 

;
• 

• 

•
.
.
.
.
.
.
.
. 

• 

•

 

.

.

. 

\

:-
人
.

.

'

.

.

-

. 
.
、
 

...<.. 

■

•
.
.
•
ニ
-
. 

.

.

.

.•
-
-
•
•
•
. 

- 

V 

.

 

ノ

. 

■
 
•

 

' 

• .
 

>. 

. 

.

 

• 

• 

< 

-

.

を
f

し

k

考
へ
る，

t
r

り
に
、

一
般
消
费
者
と
金
融
機
關
の
關
係
を
先
づ
第一

段
と
，し
て
考
へ.
、
ゼ
こ
に
輪
費
若
の
許
零
貯
金
i

金
.

®
.

■

•

機
關
の
產
金
額
と
の
f

I

I

往
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
I

以
て
第I
k

Q
f

爲
す
こ
と
が
出
f

。•
金

融

機

關

接

金

:-
>

-

の
豫
想
萵
に
/1

定
め
率
を
乘
じ
た
信
用
貨
幣
幻
造
出
す
る
。

.C.

の
乘
數
5 :-
消
費
者
の
貯
蓄
額
に_
乘
じ
た
も
の
■が
、1

業
の
計
靈
投
資
と
''...

ぐ
 
v

r

'

V

A

へ‘.
.

"ハ

、

と
の
乘
數
は
其
の
時
‘

'々

の
，狀
態
で
經
驗
的
に
決
定
ぜ
ら
'

れ
る
も
'の
で
あ
»)
-

-

、/
略

ー

定

と

見

、て

’

差
交
へ
な
い
.

。
消
費
者
の.
計

畫

新

貯

蓄
.

3 

-:
/,

:f
e

l

分

赢

蕭
颗
の
*,

嶺
金
識
想
：f

 

f

 

澈
勸
關
飯
4

^

新
贊
_

暫

§

、露

業

が

基

漸
^
 

\:

貨
^

的

均

衡

ー

第

ニ

‘
條
仲
は
次
の
三
式
が
滿
足
さ
れ
冬
こ
’
と
を
耍
す
る
。
，

：

，
.

■

: 

’
 

、~
 

>

..

..

..

..

..

..

..

..

..

(
1

)

レ 
S

2

H

3 
レ I

i
…

■
•...(2

)  

Z
^

S
2
=

^
J2

,',:  
...................(

«)

‘
‘ 

. 

‘

ノ-:
.
/”. 
一一：
'
: 
識
翁
ハ
ぃ
« ;
ぼ

於

髮

は

響

_

で
あ
洛
妒
^
 

:

し

* 

■ -■
 

• 

. 

• --
-■•
 

-• 

5 

.

.

.

.

.

. 

• 

• 

- A 

... 

.

、

.

.卽
ち
金
融
機
關
は
消
贗
#

に
對
し
.て
は
。
、资
金
の
需
要
者
’上

.1

.
ヤ
現
れ
、
-
企
業
に
.
.對
し
て
は
'资
金
.の
供
給
者
た
，る
の
、役
割
を
果
す
の

\

で-
あ
る
。
此
の
場
合
金
糊
機
關
0_

無
蝥
別
曲
線
に
對
す
る
切
線
は
、'
簿
廣
背
と
し
'

て
の.
場

合

に

.は

企

業

の

全

壞

想

資

本

額

支

示

す

線

で

‘ 

, 

あ
り
、
供
給
者
と
し
て
の
場
合
に
は
'

消
费
者
が
ら
得
る
>

豫
想
}

貯

金

額

.に11
1
を
乘
じ
た
線
|?

あ
る
。

、

-

、

.
，
•

_
 

,

.

,

’斯
く
し
て
. «
幣
的
均
'
衡
は
一.
1
^
の
檣
造
を
有
す
る
^

で
あ
る
が
，‘
方
程
式
£

及
び
(3
)

は
备
々
獨
立
で
あ
る
。
多
少
其
關
係
が.
あ
る
'と

,

.

-

す
れ
ば
其
れ
は
.
金
融
機
關
の
乘
數
に
侠
つ
外
i
は
な
い
。■
卽
ち
第
二
段

t

均
，衡
.
が
成
立
し
て
も
第
二
段
の
均
衡
が
必
然
的
，に
成
立
す
る
と 

,

.

ば
^

へ
な
い
し
ノ
逆
の
祺
羌
亦
麻
り
立
ち
^

い
。
此
場
合
预
金
利
子
'

ど
货
付
利
子
か
分
化
は
琼
翌
と
な
る
。
金
融
機
關
と
企
業
を
.結
合

す
，る
も
9
は«

付
利
子
で
あ
り
、
金
融
機
關
と
沏
費
者-

を
結
合
す
る
^

の
ぼ
預
金
利
子
で
あ
る
"
從
つ
て
•
前
節
で
靴
子
卑
に
就
て％

:

へ

■

た
點
は
こ
の
各
々
の̂

チ
に
就
て
愛
當
し
な
け
れ
ば
な
バ
ら
な
い
。
只
镇
金
利
子
に
，對
す
る
奸
蓄
の
供
給
の
弾
カ
性
は
著
-

し

く

小

な

る

.
こ

■

-
:
»
.
.
.
.
.
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

_
.
.
.
. 

-

•僻

胳

的

均

衡

琎

論

の

再

檢

討

■ 

r

<

.

.
 

.
-

1

.

(
1

ニ

::〕



ノ 

ノ 

-

へ
 

ノ 

' 

'

 

'
、 

, 
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:
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'

..
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•
 

■
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I
 

• 

*
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•
 

:
 
:
 

•
 

■
 

.

 ̂
.̂r
 

::'」

，'
:'.
v

:-
v
'
: 
-

 

. 

:

■
.
.■
■.-
'
:
'
i

i.

.: 

-、

-

• ;」

.

•

'
 

'
 

. 

_
 

.

..

货
幣
的
.-
%
衡
现
論
の
抨
檢
H

■ 

/
.
 

.

六
二 

.

a

r

m

)

 

' 

,

■
■:
,
.■
.
:
.■ 

-

;.:
'
■
:■
.
,
.
-
.
.
. 

_ 

- 

, 

-
.
.
,

■■
■
:
:.-
. 

i -
' 

ぐ,

.'

.

.

.,: 

:
.
.
.
.
.
.
.
'
.
.
'
'.
:...
 

.
■
.
. 

■<-:
,

.

.'

.

'
■
/

-

: 

. 

■ 

く

：
-•.
:

. 

■
.

.

■■
.
:
.
,
.

と

に

注

意

す

べ

き

，
で

あ

3

。
嘴
際
に
於
て
消
費
者
の
貯
蓄
性
向
は
預
金
利
子
ょ
り
も
-

所
得
及
.び
小
賫
物
價
‘

に
、.左
右
さ
れ
る
.2
:

と
が
多
.

.

.

■ ‘
い
。
こ
の
祺
は
金
融
撒
關
の
卞
、
保
險
會
社
に
對
す
る
拂
込
金
等
を
考
へ
る
，と一

餍
明
ら
か
ド
な
る
。
把
險
の
伽
人
如
何
は
、
殊
に
所 

•

'
得
の
大
さ.
に

左

右

：さ

れ

る

，
こ

と

が

大

部

分

で

あ

る

，
と

去

つ

，
て

1

過
言
で
は
な
い
。
銀
行
や
信
託
#

社

の

場

合

を

考

、
へ

そ

も

、

斯

金

利

子

 

、

串

が

現

實

に

於

て

短

期

に

於

て

は

殆

ん

ど

不

變

，な

る

.
こ
と
も
此
一
例
證
と‘1

K

へ
ょ
ぅ
C.

'ヒ
の
事
は
前
述
の
社
潰k

格

が

比

較

'的

非

彈

力

■
■
■:
 

- 

.

.

.

.

.

.

.
 

... 

.へ
'
-'
.
-
-
:
.
.
.
.
-
.
. 

- 

? 

- 

-- 

■
■
'
-
.
•
-
-
■
. 

--
 

; 

--
 

...
 

■-

的
な
る
こ
と
:̂

も
關
係
が
あ
る
、
卽
ち
投
機
業
者
の
扱」

ふ
め
は
主
と
し
て
株
式
で
あ
り
、
社
債
は
投
機
業
者
に
扱
は
れ
る
割
合
が
少
な 

•
.

い
か
ら
，で
あ
る
。

\ 

、
/

’
 

. 

，
 

•

：

;

こ
の•
こ
と
は
企
業
，の
側
か
ら
渚
へ
て
も
云
ひ
'

得
る
事
■

で
あ
名
。
社
債
に
依
る
べ
き
“

か

株

式

に

依

つ

て

資

金

を

募

集

す

，べ

き

か

は

企

業

. 

の
決
宛
す
る
所
で
あ
り
社
債
の
發
行
率
と
株
式
％
發
行_

と
が
相
#

し
卜
事
は
云
は
は
企
業̂

部
の
均
歡
で
，あ
0

て
、

前

述

の

®

幣

的
.

均
衡
を
假
に
，_

蔺
的
均
衡
と
•
呼
ぶ
な
ら
ば
、
此
の
均
衡
は
橫
斷
的
均
衡
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
來
、る
。
併
し
利
潤
率
は
f t

ち
に
企
業
の
能
率 

に
影
響
す
る
用
が
夭
で
あ
る
か
ら
、
株
式
の
利
廻
り
に
對
.す
る
供
給
の
彈
，カ
性
は
比
較
的
火
で
あ
る
が
、
社
橫
刹
卿
に
對
す
る
供
給
の 

.一
弹
力
性
は
-i t

較
的
小
で
あ
る
。
從
つ
て
此
橫
斷
的
貨
|

的
均
衡
が
绯
達
ぎ
机
る
場
合
に
.
も
、
前
節
で
述
べ
た
如
く
、
，兩
者
の
豫
想
の
彈 

、

'

力
性
は
等
し
く
な
る
の
で
は
な
く
，
需
要
の
彈
カ
性
に
正
比
例
し
供
給
の
彈
カ
性
に
反
比
例
じ
、た
^

の
が
均
等
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。

,

〈

■:
-.
併
;|
>

_

: »

に
:#
;

洛
：企
業
；€

*

_

_

て
：社
債
欢
_
め
篡
部 

：，
'
 

て
、
其
の
有
す
る
重
要
性
は
比
較
例
少
な
い
樣
に
思
は
れ
る
5
 

.

へ

(

0

^ :
'

1

_

1

濟
勝
蕭
: »

ふ
联
蓄
_

觀

_
嚷
 

「

ふ
；

:

:

c

以
，-
^

^ '

蓄
性
向
义
戍
投
赛
牲
间
亦
刹
子
率
^

依
幕
灰
^

^

ン
寧̂

麻
得
最
^

♦爭
經
濟
下
に
.
於
て
經
濟
の
倫
理
.が
變
革
を
f

つ
つ
泰
る
時
に
當
つ
て
は
、
' 特
に
顯
著
で
あ
る
、
.併
し
此
‘の
事
は
利
子
取
の
作
用
の
重

，

要
性
を
金
く
否
定
す
る
も
の
で
な
'い
こ
と
は
、明
ら
か
で
.あ
り
、
利
潤
利
子
は
依
然
厶
し
で
.貨
幣
的
均
衡
の
一
の
指
標
と
な
る
で
あ
ら
ぅ
、•  

併
し
此
れ
の
み
を
以
て
貨
幣
的
均
衡
の
第一

條
件
と
す
る
こ
と
に
は
、
特
に
歌
時
經
濟
の
下
•に
於
て
は
、
，少
な
か
ら
ざ
る
危
險
が
存
す 

る
、
而
し
.て
利
子
率
.に
對
す
る
资
金
供
猞
の
彈
カ
性
烬
著
し
く
小
と
^

る
こ
と
は
消
費
者
の
場
合
'に
於
て
殊
に
箸
し
い
、
戰
時
經
濟
の

• 

、'
下
に
於
て
投
機
が
制
限
さ
れ
て
假
る
時
は
貯
蓄
性
向
は
所
得
と
Z
小
賣
物
價
の
み
に
依
存
す
る
と
さ
へ
極
言
す
る
こ
と
が
出
來
ょ
ぅ
。

斯
く
し
て
第i

條
件
の
意
義
は
極
め
て
狹
く
な
る
の
で
あ
る
旅
、
此
れ
に
對
し
第
ニ
條
件
は
次
換
經
濟
が
存
す
る
限
ね
、
經
濟
發
展 

,へ
の
槍
—

1>
:
セ

：
重

耍

性

を

贫

冲

_

_
^

で

：
灸

る

ハ
/
自

由
»;
濟

で
，は
な
、く
、
反
っ
，て
綜
合
的
な
統
制
經
濟
に
於
て
は
益
々
其
の
重
耍
度
を
高
め
る
で
あ
ら
ぅ
0-
理
論
//
'
妥
當
範
圍
か
、ら
ーK

へ

ば

、

第

'二 

條
件
が
最
も
廣
く
*
第
三
條
件
が
此
、に
次
ぎ
、
■第

.一
條
件
は
最
も
观
い
。
而
し
て
，韻
時
，鹤
濟
に
於
て
第一

條
件
が
如
何
な
る
形
を
取
る 

か
は
今
後
硏
究
さ
•る
べ
き
問
題
で
あ
る
。
併
し
^

！
で
は
一
應
公
偉
の
割
當
の
如
き
も
の
が
存
し
な
い
も
の
と
し
て
考
察
を
•進
め
る
事 

に
す
る
、
從
つ
て
本
稿
に
於
て
は
亂
節
yv
第
一
.條
件
.を
一
應
認
，め
、

之
れ
と
第
二
-
第
三
修
件
と
の
關
轍
を
考
へ
る
琪
と
ず
る
、
尙
前 

.節
で
は
價
格
の
臌
貴
過
程
の
み
に
て
紫
察
し
た
が
、
假
令
實
際
の
價
格
が
下
落
し
っ
っ
.あ
っ
て
も
、
.豫
想
利
子
率
及
び
豫
想
利
潤
率
が
、、
 

騰
貴
し
っ
つ
あ
れ
ば
、
前
節
の
粮
論
ほ
份
安
賞
す
名
^
併
し
此
場
合
利
潤
及
び
利
子
の
豫
想
の
斲
力
性
は
夫
々
負
號
を
と
る
こ
と
に
注 

y

 
べ
き
で
あ
る
。

. 

.

.
/
.
. 

’

!•

(

七)

第
二 
滌

件

の

测

汜
、

.

.

.

 

,

; •
'

,:

.

.

以
上
.の
第
ニ
條
件
ば
如
何
に
し
-て
测
，定
せ
ら
ゎ
る
が
、
第
一
段
の
均
衡
は
容
私
に
测
定
す
る
と
と
は
出
來
な
い
が
、第
ニ
段
の
均
衡
、
 

卽
ち
金
融
機
關
と
企
業
の
間
の
.均
衡
甘
测
矩
す
る
靡
が
可
能
で
あ
る
ノ
卽
ち
一
般
企
業
に
於
て
は
計
蕺
資
'本
を
取
り
、
ど
れ
を
金
融
機•

一：_

硿
計
：熟
资
本
.ま
找
齩
汰
权
_

_
旗

':..蓋
:1
;
,
襯

慕

が

_

、

货
幣
的
灼
衡
项
論
の
种
檢
紂
' 

.

.

.
ノ 

.六
‘三

' 

-

a

r

l

l

e



*金 融 機 關

¥ 月

. 昭 和 6  , 1 - -  3 . 0  '

4  - - 6 0

7  - -  9

, 1 0 - 1 2 . 1 , 2

昭 和 フ
1 - - 3 4 . 7

4 ' 6 5 , 6

7  - - 9  , 6 . 7

1 0 - - 1 2 1 8 . 5

. 昭 和 8 1 - - 3 0

4 決- 6 、, 4 5 . 0

a
• V

S： .■ ■■.
7 - 9 * 0

1 0  -- 1 2 0

和 9 1 - T T  3

4  一 ~  6 . 0 .

ご :.
7  - - 9 0

1 0 :- 1 2 0

昭 和 1 0 ' 1 ，-- 3 0

. 4 で. 一  6  ■ 0

7  - - 9 0

>2.0

1 : 9

>1,9

10—12 3 . 0

，ぐ

：
货幣的，
均衡理論の锊嚼射

. 

,

•、
ゾ

, 

\

-

六«

(
1

-

0
,
0 

か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
只
金
融
機
亂
の
吖
塵
貸
出
額
は
計
畫
燴
資
額
.

に

芷

比

例

す

る

炎

け

，で

あ

つ

て

ノ

計

畫

、增

資

額

が

'

直

に

計*
^

 

此
額
を
表
は
.

す
7

?

の
で
队
な̂
.

か
ふ
、.
企
業
の
；^

畫
資
本
と
比
較
す
る
際
、
絕
對
額
を
比
較
し
た
の
で
は
均
等
に
な
る
事
は
有
り
得
な
：

ン

. ....... 

- 

'
. 

, 

.

•

»

V

 

l
\
.
.
.

，

.
，

.ぐ
：
.
-
:
:
.
..
-
.
.
:'.
I
.
.
.
,
' 

. ■ 

.
 

»
• 

• 

. 

-
v
» 

•
•
• 

.. 

. 

'

然
ら
ば
此
の
困
難
は
，如
侗
に
し
て
除
し
得
る
か
、
，第

一

の
方
法
と
し
て
金
鐵
機
關
め
從
來
れ
拂
込
資
本
額
と
變
出
高
め
比
を
取
り
此 

の
細
微
を
金
融
機
關
の
計
！8

資
本
に
m

ず
石
&

.

と
.に
依
て
、
企

業

の
-I
t

兼

資

本

と

比

較

を

爲

す

，
こ

と

が

；
可

能

.と

t

る
:0

ぎ

の

方

法

▲
は

金

:

. 

•
- 

- 

. 

.

. 

.

.

.

.

.

.

. - .

.

.

.

.

. 

r
. 

-

■

機
關
.
で
定
め
る
货
出
率
が
變
化
す
る
と
.
き
は
其
儘
用
队
る
こ
と
は
出
來
故
い
が
、
こ
の
乘
數
は
變
化
し
て
も
僅
小
な
る
こ
と
が
一
般 

で
あ
り
、
‘

短
期
に
^

x>
:

は一
‘
定
と
見
て
差
支7

へ
な
い
で
あ
^

ぅ
d
 

\

 

- 

- 

- 

•

.

.

此
の
第
一
の
方
法
は
'理
，
論

上

最

も

確

實

紀

も

の

で

あ

る

於

、

.
計
算
の
簡
便
を
期
す
A
爲
め
に
は
次
の
如
き
第
二
の
方
法
が
可
能
で
あ 

る
。
卽
ち
金
融
機
關
に
於
け
る
新
計
衆
資
本
と
旣
存
拂
込
贫
本
の
比
^

!
計
算
し
、

マ
般
企
業
に
.就
.て
も
此
の
評
算
を
行
ひ
、*

兩
者
の 

比
率
が
1

,¥
す
れ
ば
、
貨
幣
，的
均
衡
が
存
す
る
^；
の
‘と

見

、
て

良

い

、
•
蓋

し

e
x

 

p
o
s
t

の
計
算
に
勒
て
は
、
大
體
に
於
て
貨
幣
的
均
衡
. 

に
近
い
狀
撤
が
存
す
る
も
の
と
見
て
差
支
へ
な
い
か
ち
で
あ
る
。
只

s
 

PVO
'

に
於
'て

金

融

機

關

の

現

金

淺

高

，が

餘

り

•に

多

い

と

き 

は

第P

の

方

法

に

％

 

•ら

认

に

な

ら

^

い
.0
.• 

- 

. 

• 

• > 

〕

、
.

本
搞
で
ば
假
.
に
.
發

1

-(
0

.

方
法
‘
に
依
ー
る
こ
と

^

す
る
、
金
融
機
關
.の
計
窬
資
本
ぽ
決
箅
期
に
著
し
く
增
加
す
る
^

樹

し

、

炎

業

の

，
計

*

 

資
本
は
、夫
程
の
凹
凸
が
な
い
。
從
つ
て
此
季
節
變
動
を
避
け
る
爲
'め
に
は
苹
別
統
計
に
依
る
の
が
最
も
良
い
が
、
問
題
と
し
て
，居
、る
の 

は
主
と
し
て
短
期
與
論
で
あ
る
か
ら
け
年
別
統
計
は
.
些
か
長
き
に
失
す
る
。
從
つ
て
，四
半
期
計
算
を
爲
す
こ
と
が
最
も
良
い
樣
に
思
時 

れ
る
。
尙
技
術
の
進
歩
や
其
他
の
罾
. «

上
，
‘の

擅

亂

，を

排

除

す

'

る
爲
め
に
は
十
ケ
.年
以
上
の
員
双
に
M
つ

て

岭

の

計

^

を

行

ル

比

較

を

爲
 

t

こ
と
は
適
當
で
は
あ
^

-

ま
い
。
理

想

的

に

は

五

ケ

年

位

办

期

間

を

取

る

べ

き

で

あ

ら

ぅ
.



の
如
く
で
あ
る
'

(

以
上
.の
分
析
は
特
殊
鈒
行
を
考
へ
.て
居
な
い
か
ら
、
，銀
行
債
は
含
ま
れ
て
居
ず
且
つ
該
期
間
に
は
信
託
會
社
偾
、
、保 

險
會
社
憒
ル
發
行
さ
れ
て
居
な
い〕

■ 

/
 

:
 

: 

.
? 

’

- 

... 

. 

- 

.

.

. 

. 

..
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.
?■.
.
.

 

. 

.

. 

.

.

. 

;
* 

. 

'
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-い 

;

-

.

.
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-

-

.
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. 

II
.
.
.
.
.

「

I

 

• 

.
 

I
t

 

蝴
、溋

,

s

'

p雜

' 

.

%

、

,

0

 

'

vo
l
DI
i

M
画 

I
l
+
a
i
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'

9°
5

.* ,

、
- 

-
 

»

\ 

0 

: 

-
 

: 

2
4nH
,
M画

.

2
OX
-
H
1
画
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へ
 

と
1
つ
で
焐
る
0
次
に
利
潤
j
び
利
子
の
豫
想
の
弾
力
性
を
測
定
し
ょ
ぅ
。
金
融
機
關
の
利
子
率
及
'び

豫

想

利

子

率

は

凡

て

.銀

行

利

子 

を
以
.て
代
表
せ
し
め
る
こ
ど
と
す
る
.。
，c
該
期
哪
に
於
て
.は
保
險
會
社
、
’信
託
會
社
.の
跺
式
價
格
の
騰
貴
瘅
も
略
等
し
い)

第

四

四

半

期

：
 

の
訐
巔
額
は
同
年
九
月
に
‘計
畫
.さ
れ
る
，の
で
あ
る
か
ら
，'
ハ
烀
及
び
九
月
の
利
子
率
利
潤
率
|:
-
計
れ
ば
豫
想
5
.弾
ヵ
性
が
测
定
出
來
る
。 

、
.

#
种

葙

茶

镩

抖

涇

財

茚

癍

瑪

茶
,

.

.

雔
功
粦
种
,

I

f

 

. 

ノ

1

0

6
 

,

00
2 

_

 

、

7
4

 

. 

.
6

6

/ 

106 

' 

. 81 

‘ 

7
7

 

.55 

、

.

.
，

浮
癍
渔
屮 

.

:
 

1
1
0
1 

卜
1,25,

佴
し
上
述
の
數
字
は
凡
て
指
数
な
.る
と
と
に
.法
.意
さ
れ
た
い
、
fi
r
債
價
格
ば
六
月
ょ
り
も
九
月
に
於
て
稍
騰
貴
の
傾
向
あ
る
が
故
に
負

‘號

を

と

つ

た

〔

六

月

は

一

〇

五*!
夂

九

月

は 

一
0

/>
.
ニ
で
あ
^

社
債
の
計
畫
率
と
金
融
機
_

の
|+
畫

投

資

率

と

が

著

し

く

接

近

し

て

居
る
に
も
拘
ら
ず
、
豫
想
の
彈
ヵ
性
に
、開
き
が
あ
，る
.の
は
、
、社
債
I
投
機
業
者
に
需
要
さ
れ
る
事
’少
く
、
需
要
の
弾
力
性
が
小
さ
い
爲

め
で
あ
る
、
手
形
刺
子
率
と
利
潤
率
の
間
に
は
®而
要
供
給
の
彈
ヵ
性
の
差
は
殆
ん
ど
無
い
と
袞
つ
て
良
い
、、
簧

際

に

計

算

す

れ

ば
‘

R
揪
的
均
酚
规
諭
の
枰
檢
討
'
' 

.

\

■

,

,

:

六
七
-

C 
ニ

‘三
七)

.

葫
咎 7 

'
6tm
7

0

75 

vo
in
l

75

 

70 

沙
细
餌
併
?T
浬

茜

揩

,

o

 

靥
y*

辟
-
 

,

:
' 

—

U
4

 

,

業 *

¥  . ン
‘•計畫鮝本
c n 萬關）

昭和 6 1 し 3
..' ■：•.'い.• ；

114

4 — 6 ' 185、

7 - 9 188 .

10— 12 63

m\\  7 1 一 3 (51

, 4 — • 6 7 1 '

7 —  9 151* .
； ■i.ンノ' A ；' 10-12 . 115

昭 和 8' 1 — 3

...に* ン•.*.«.

507

' ，4 5
235 .

7 ， 9、 • 171

10 12 . 169

昭 和 9
\ - <3 
4 ニ 6

f 196 

322 -

7 7 9
10 ニ 12

: 4 3 1  

377 、

昭和10 1 ~  3 362

4 —  0 

7 — 9

44

, 2 1 3

10-12 へ 366

-13

>13

ふ 

8 

5 

8 

7
-
4
 

6 

8 

0
-
0
 

1 

0 

0 

0 

7

6 

0 

3 

2 

4 

ヲ 

0 

4
^
4 

4 

4 

5 

1
*
8 

' 9 

8 

3
: 
3 

4
. 
3 

0 

7 

4「
QV 

4 
'
4 

1

1
 

1 

3 
1
 

p
 

1

1

2

S

2
2-
2̂
、
1 

2

卽
ち
此
‘の
時
期
に
於
で
貨
幣
的
均
衡
に
最
も
接
近
し
て
•居
る
の
は
昭
和
七
年
の
第
四
四
半
期
で
あ
る
。
從
つ
•て
今
少
し
此
期
聞
の
諸

.
■
. 

-'...... 

メ'_
-
' 

■.
\

• 

- 

-

函
數
の
關
係
を
分
析
し
て
見
父
ぅ
、
先
づ
■

_

の
計
盡
資
本
咿
、
株
式
の
、占

■.る
部
分
と
社
俄
の卜：！

め
、る
部
分
と
の
內
譯
を
見
る
に
次

货
幣
m
均
街
m
输
CD
#
檢
射

夫

C
l  

I  
5
0



货
幣
的
均
銜
规
論
の
押
檢
M
'
.
' ■ 

' 

六

八

C
1
,
11'31

八)

，

1
.2
5

 
‘，

一
.1
4

 

、 rs
;5
x
l_
2
5

 
十1

:1
4
X
9
.3

 

1
9
2
3 

. 

, 2
3
‘ 

•
1
.

I 

9
3
S
.
5
.

 

,
,
J 

‘
 

7
9
.
0
.̂
!

丨 

f

,

■•,
'
: ~

に
過
ぎ
な
い
。

‘ 

‘

‘
，
 

-

:

• 

.
 

.

. 

,
 

. 

•

的 

■
揽
—

.
ぬ
：■

以
上Q.
如
き
貨
幣
的
均
.衡
、に
，於
て
は
許
盡
貯
蔷
と
計
接
投
資
が
相
等
し
い
の
で
あ
る
か
ら
、
現
實
の
續
資
も
亦
此
れ
に
等
し
く
、
從 

つ
て
貨
幣
的
^
衡
は
^

^
維
梂
せ
ら
れ
る
如
く
に
思
は
れ
る
バ
勿
論
此
場
合
第
一
段
の
均
衡
^
第
一
一
段
の
均
衡
^

が

兩

者

共

に

存

在

す 

る
こ
と
を
前
提
と
す
る)

併
し
，乍
ら
現
铤
の
經
濟
は
、
假
令
與
件
の
變
化
が
起
、ら
な
く
て
も
尙
斯
る
調
和
的
發
展
を
許
さ
ざ
る
事
情
に 

あ
る
0
.
,其
の
«

因
と
し
て
は
、(

^ /
蒲
要
(0
-
彈
カ
，性
の
_變
化
、(

ニ)

收
益
遞
歟
法
則
め
作
用
、(

三〕

雇
傭
勞
.傲
1:
の
制
限
、(

四)

•生
產
，
 

期
間
，の
變
化
を
擧
げ
る
请
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。

.-.

.

. 

' 

•

-

需
要
’函
數
は
无
來
ー
の
商
線
で
示
さ
れ
る
も
の
で
'
は
な
く
、
曲
線
形
を
と
る
"

の
が
！般
で
あ
る
か

.
ら
、
其
彈
カ
性
は
曲
線
の
各
部
分 

に
於
て
相
違
す
る
、
而
も
各
財
の
，«■
要
曲
線
は一

般
に2

T

る
形
を
と
る
、
從
つ
て
_

各
財
の
需
耍
曲
線
の
或
る
部
分
吃
於
け
る
需
要
の
.
彈
、
 

力
性
が
夫
々
，の
財
貨
の
豫
想
の
撒
力
性
に
正
比
例
し
、
貨
幣
的
均
衡
が
確
保
，さ
れ
た
と
し
で
ふ
其
！§

要
量
が
A

第
に
變
化
し
*
各
人
ダ

所

得

が

謹

す

故

、• 
I

;

力
性
I

想
S

力
性
造
比
例
す
？

は
期
待
し
難
く
I

。
人
.

ニ

所

得
S

化

求

な
I

合
に
は
、
.
比
例
部
分
の
法
則
の
適
用
が
‘
可
能
で
あ
る
が
、
所
，
の
變
化
が
大
な
る
_
場
合
に
は
貨
幣
的
均
衡
を
維
持
す
>-
.

匕

と

は

、
困

縣

と

、
. 

な
る
。
.

蓋
し
不
完
全
馓
見
の
卞
に
於
-

て
.
は
豫
想
の
弾
カ
性
が
需
要
の
弾
カ
蚀
の
_

化
.
に
正
.比
例
し
イ
變
化
す
る
と
期
待
す
る
と
と
は
著 

-

し
く
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

，
’

、
 

.

.
• 

-

次
め
供
給
側
の
‘條
件
と
し
て
收
益
遞
減
の
法
側
を
擧
げ
る
事
が
出
來
る
。-
動
態
に
於
て
は
或
程
度
迄
は
收
益
，の
遞
續
又
は
不
變
が
可 

能
.で
あ
る
が̂_

貨
幣
的
均
衡
を
維
持
す
る
爲
め
贮
は
後
に
述
ベ
名
如
‘く

、
.
生

產

耍

素

の

组

產

物

へ

の
限

界

變

形*

は

不_

な

る

事

，を
”

:

要
：す
る-

^

長
期
に
苴
？
で
攸
録
の_

增

又

：
は
，
不

變

を

期

待

す

る

*

は」 .一

般

に

困

難̂

下
せ
し
め
、
豫
想
利
潤
率
自
體
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
貨
幣
的
均
衡Q

攪
亂.
の
原
因
と
な
を
、

ハ.
ィ
エ>

が「

資
本
6:
純
|:

理
論
沄
於
て_ 

述
べ
て
•
居
る
如
々
'、'.
無

.̂ ,

別
：曲
線
に
對
す
る
切
I

は
直
線
で
な
く
、
曲
線
と
な
ヶ
、C

註
S

從
つ
て
支
出
擴
張
：

i
.

の
形
自
體
が
變
化
す
一. 

る
こ
と
と
な
り
、
初
に
與
へ
ら
れ
た
•
貨
幣
的
均
衡
の
諸
條
件
は
、
今
や
破
，壊
せ
ら
る
I

に
至
る
で
あ
ら
う
。

，

.

- 

.

第
三
に
此
极
本
的
な
原
因
と
し
て
勞
働
力
に
限
界
が
存
す
る
事
が
擧
げ
ら
れ
る
、
卽
；̂
收
為
が
遞
增
义
は
不
變
な
る
限
り
、
企
業
せ 

益
々
典
規
模
を
擴
張
々
％
と
す
る
が
、
勞
働
力
O'
不
足
は
此
擴
張
に
一
の
限
界
を
與
へ
る
も
の
‘
と
^

べ
ま
う
0

ノ<
ぺ
:
;

.::
:
:
:最
後
に
：; *

も
亂
要
饺
1

の̂

知
ャ
坐
歓
撕
間
0

變
.化
:|
:
-
:襻
げ「

る
.寧
诉
«

^

$

^

が
机
等
し
い
と
し
て
も
、
•而
も
利
1

絕
對
額
は
增
、加
し
ゴ
つ
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
生
.
期
間
は
延
長
さ
れ
る
o

,

之
は
.

の
，無
差
一 

別
肋
線
の
形
を
變
化
せ
七
め
、
從
~

つ
て
支
出
、
擴
張
線
の
形
を
變
化
せ
し
’
め
、る
。C

註
3

0

斯

.<
'
し
^ '

こ
れ
に
依
つ
て
も
貨
幣
的
均
衡
は 

攪
亂
さ
れ
る
。
只
從
來
は
也
產
期
間
の
贸
際
の
測
定
が
困
難
な
る
於
め
、
此
の
點
は
割
合
に
閑
却
さ
れ
て
居
た
、
胙
し
現
實
に
ど
れ
を 

適
用
す
る
に
は
、
極
め
て
近
似
的
な
方
法
で
は
あ
，る
が
、
拂
込
金
を
增
資
額
で
割
つ
た
商
は
生
齑
期
間
の
指
標
と
..見
る
こ
と
机
出
"*
ょ 

う
"

卽
ち
增
資
顿
に
比
し
て
沸
益
額
が
.
多
い
と
沄
ふ
と
と
は
、
固
觉
資
本
の
相
對
的
增
加
を
意
味
し
、
從
て
生1

3

期
問
の
長
期
化
^
示 

す
も
の
と1

紙
に
一K

ふ
こ
と
が
可
•能
で
あ
ら
う
。

'
' 

•

一：： (

賞

'
:
:
貨

幣
的
：#

_

ど

速*

か

：
理
論
一
：劳
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貨
幣
的
均
衡
が
維
持
さ
れ
る
爲
め
に
は
、
單
に
流
通
面
の
蟛
件
の
み
'

で
な
ぐ
，
生
產
面
の
理
；

i
.

を
も
，必
要
と
す
る
。
ヒ
ッ
ク
ス

.

は
生
' 

處
曲
紘
は
只
一
本
も
.

如
^ :

い
と
し
て
居
る
狀
、

c

w

i

其
れ
は
瞬
間
的
に
見
た
I

合
の
事
で
あ
.
つ
て
、*
.
時
間
を
加
へ
た
装
察
^

爲
.ず
.
場
' 

合
に
常
つ
、て.
は
"

無
差
別
肋
線i

:

樣
多
く
の
生
座
曲
線
扒
得
ら
れ
、
從
ジ
て
支
出
擴
瞅
線
に
相
當
す
る
も
の
■

ど
し
て
、
生
產
'
擴
張
線
を
'
'

:.
'■.
'で
-

^
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へ

5
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的
均
衡
理
論
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钙
檢
討 
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四
0
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• 

, 

' 
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, 

, V

考
へ
を
事
が
可
能
で
あ
る
。
第
.一

節
で
述
べ
た
，場
合
と
同
樣
に
考
へ
れ
ば
、
利
子
率
の
豫
想
の
彈
カ
性
.が

ー

ょ

り

大

な

る

時

诚

、
、
現

液 

也
鹿
が
擴
賬
さ
れ
。
坐
_
嬰
素
の
生
產
物
へ
の
限
脉
變
形
-率
は
遞
增
す
る
。
利
子
率
の
豫
想
の
■弾
力
性
が
一
な
ら
ば
、
限
界
變
形
率
は
不 

變
で
.あ
り
、
利
子
率
の
豫
想
の
彈
ヵ
性
が
一
ょ
り
小
セ
ら
ば
、
限
界
變
形
率
は
遞
減
す
る
、、
他
の
事
情
一
定
と
劳
ふ
假
淀
•を
除
け
ば
軋
. 

節
に
於
て
利
潤&

利
子
雜
資
本
に
就
て
考
察
七
た
と
同
樣
の
關
係
が
成
立
す
る
、
只
此
場
合
、#
產

財

の

價

格

と

、
消

費

財

の

'
憤

格

の

關 

係
が
極
め
て
筮
要
に
な
る
が
、
’此
.點
は
更
め
て
考
察
し
た
い
.、
斯

7r
貨
幣
的
均
衡
の
坐
產
固
に
於
け
る
條
师
は
限
界
變
形
率
の
不
變
で

:■
、

.
、
.
、 

.

.
:
:'.
.
l
.
-
-
;
-■

'フ

メ

'

:

■. 

-

-

.

.

.

あ
る
。

.

:

-

、

.

、
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.
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:/ 

V
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.
.
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- 
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- 
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. 

.

.
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.. 

.. 
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-

■:
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K+
遭
貯
蒂
と
計
親
投
資
が
不
均
等
な
：る
場
合
に
は
現
實
の
投
資
は
t
り
小
な
る
方
の
額
に
、「

致
す
る
、
計
■
貯
蓄
額
が
計
畫
投
資
額 

を
超
彌
す
.る
場
合
に
は
現
實
の
利
子
率
は
下
落
し
、
逆
の
場
合
に
は
騰
貴
す
る
。
こ
れ
姑
又
次
肌
の
豫
想
の
彈
カ
性
を
變
化
せ
し
め
、

:
*
期
ゆ
計
憲
貯
蓄
と
_

畫

：
投

資

：杧

.
影

響

?:
.»

酿
^

タ
穴
現
賢
の「

驗

が

.難
緣
紀
苓
分
^

私
は
更
に
進
ん
で
第
三
條
件
の
分
析
に
依
，り
1
胸
價
の
及
び
相
對
價
格
の
關
係
七
明
ら
か
に
し
、
貨
幣
的
均
衡
‘と
.乘

數

の

理

論 

及
び
■規
範
と
し
て
め
貨
幣
蚱
均
衡
(0
.性
質
を
明
か
に
し
セ
け
れ
ば
な
ら
ぬ
9 

' 

,'

麵

續
 

N
.詞
 

,

へ
へ
..、一

^̂

以
上
の
分
析
は
凡
て
'物
價
に
關
す
る
分
析
を
含
ん
で
居
な
い
ノ
貨
幣
的
均
衡
.を
齎
ら
す
如
き
物
價
は
利
子
士
如
何
な
る
關
係
に
あ
る

.: 

r
- 

- 

- 

•

.

•

V 

: 

.
*
.
:

•»
•
• 

.

.

.

.

. 

. 

.

.

. 

.

.

.

.

. 

- 

. 

. 

.
•
•

か
。
之
れ
が
第
三
箱
に
於
け
る
-m「

の

問

題

で

あ

り

、
‘

,«
幣

的

均

衡

と

相

對

價

格

<7
)
.關
係
を
解
く
事
が
第
一」

，の
問
題
で
あ
る
。
貨
幣
的 

均
衡
ぼ
表
面
上
-|
3:
舉
に
貯
满
と
濟
廣
減
均
等_

石

緣

餐
« :
;

の1

紙
陀_

成
:0
:

參
ツ
^
^

遡
っ
て
興
#

^
に
存
す
る
財
貨
間
の
關
係
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.。

'

、

.

「
.： .

"

先
づ
、'
:
現

金

殘

高

が

存

せ

ぎ

或

場

合

壹

考

：：
へ

.

^

3

,

"

_

«に
關
す
る
豫
想
の
.
弾
：カ
性
に
顧
^
^
^

.

.將
來
の
使
用
の
爲
め
、
現
在
に
於
て
購
入
す
る
財
貨
を
指
す
i

と
の
間
に
選
擇
が
行
は
れ
る
。
尤
も
以
九
の
將
來
財
の
中
に
は
.
證
- # 

は
含
ま
れ
な
い
和
ら
、
嚴
密
に
云
へ
ば
"

證
券
と
現
在
財
と
將
來
财
の
三
者
の
間
に
選
擇
が
行
は
机
る
こ
と
と
な
る
。
今
、
他
の
事
情 

が
等
し
い
と
す
れ
ば
、
利
子
に
就
て
述
べ
た
場
合
と
同
様
-
に
し
て
、
物
價
忙
關
す
る
豫
想
の
弾
，カ
&

が
一
以
下
な
ら
ば
、
支
出
擴
張
線 

に
關
し
て
、
現
往
財
の
降
來
財
に
對
す
る
限
界
代
替
率
は
禪
增
す
る
。
物
價
に
關
す
る
豫
想
の
彈
カ
性
がI

な

ら

ば

、
.
暇

界

代

替

率

は
 

不
潑
で
あ

り

、豫
想
の
、彈
九
性
が
；！
以
上
な
ら
ば
、
限
界
代
替
率
は
遞
減
す
る
。
併
し
之
れ
の
み
で
は
な
い
、
物
價
に
關
す
る
豫
想 

い
踯
カ
性
が
ー
以
下
な
ら
ば
、
貨
幣
の
證
券
に
對
す
る
限
界
代
替
率
'
は
.遞
滅
す
るr

藍
し
此
場
合
人
々「

に
と
つ
て
は
、
賢
溜
め
に
依
り 

貨
幣
の
一
般
的
購
賈
力
を
喪
失
す
る
こ
と
の
犠
牲
感
の
-
方
が
、
黹
來
支
I

は
ね
ば
な
ら
ぬ
價
格
の
騰
貴
部
分
ょ
り
も
大
き
い
が
ら
で
あ 

る
9

同
じ
理
曲
か
ら
物
價
に
關
す
る
豫
想
の
彈
カ
性
が
.

j

な
ら
ば
、
貨
幣
の
證
#

に
對
す
る
t e

界
代
替
率
は
不
變
で
あ
り
物
i t

に
關
_す 

る
豫
想
の
嬋
力
性
•
が
一
以
上
な
ら
ば
、
限
界
代
替
率
は
遞
增
す
る
。
勿
論
71
.

々
練
返
/

し
て
述
べ
-

た
如
く
、
•こ
れ
は
一
定
内
に
於
て 

の
み
云
は
れ
得
る
事
で
あ
り
、
其
れ
以
上
'<
0
'

分
析
は
需
要
の
嬋
カ
性
の
變
化
を
考
壚
し
な
妨
れ
ば
'

な
ら
ぬ
。

ノ 

今

物«

と

同

時

に

利

爷

率

が

變

化

す

、る

と

す

れ

ば

‘
第
，ー
節
で
乘
べ
た
利
汗
と
所
得
に
關
す
石
も
の
と
畧
同
樣
の
.

關
係
，が
、
.物
價
と
利 

子
-
率
の
間
に
成
，立
す
る
、
而
し
て
前
述
の
如
く
‘
'

貨
幣
的
均
衡
が
，成
立
す
る
像
め
の
條
种
は
、
貨
幣
の
證
券
に
對
す
る
限
界
代
替
_

が
，
 

不
變
で
あ
る
事
で
あ
る
か
.ら
、
貨
幣
的
均
衡
に
，於
て
?/
±

*

M

.
‘rc

關
す
‘

想
の
#

力
性
は
^
子
率
に
關
す
る
像
想

の

彈

カ

性

に
等
し
く 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
一
應
ーK,

ふ
事
が
出
來
る
、
M

し
て
此
場
合
前
述
の
推
論
に
像
り
、
現
在
財
と
將
來
財
の
相
對
價
格
は
不
變
で
あ
る
。

,

併
し
、
顼
實
に
現
金
殘
高
が
存
す
る
場
合
杧
は
ハ
以
上
の
推
論
は
修
茁
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ひ
貨
幣
と
證
券
の
選
擇
を
定
め
る
も
の
： 

は

利

子

_

で

あ

る

が

,'

,此「

貨
幣」

の
中
に
は
財
货
の
購
人
：に
用
ひ
ら
れ
る
貨
幣
の
み
な
ら
ず
"
現
金
淺
高
も
含
ま
れ
ズ
居
る
事
に
注
意 

貨
幣
的
均
衡
观
詾
め
得
檢
討
：

,'
. 

• 

' ,

、

.

七
1

.
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.

货
幣
的
均
衡
■遡
論
.の
；舟
檢
射
' 

.

\ 

\ 

、
七
一r

へ

ニ

a
二
，

) 

し
な
け
れ
ば
な
ら
$
.、.
而
し
て
所
得
.

9

中
何
れ
だ
け
の
部
分
を
’赏
貨
の
購
人
.に
问
け
る
べ
き
か
を
決
'定

ず

る

の

は

、

物

價

忙

關

す

る

，豫 

想
の
^.
ヵ
性
で
-^
つ
て
利
子
维
'^
直
接
の
'關
係
を
有
す
る
も
の
で
ば
な
か
、
^-
物
價
は
財
货
の
購
入
ど
斑
金
.域
高
のs

の
選
撵
を
^
 

定
す
る
の
み
で
ぁ
つ
て
、
貨
幣
と
證
錄
の
選
擇
に
は
，間
接
に
影
徵
を
及
、ぼ
す
に
過
f
な
い
、

o

'從
つ
，セ

假

，令

貨

幣

的

均

餘

が

存

在

し

そ

吾 

て
も
、
利
+
に
龇
す
る
豫
想
の
彈
ヵ
姓
と
物
價
に
關
す
る
豫
想
の
弾
ヵ
性
は」

^ :
%
に
等
し
く
な
い
'0
-
而
し
て
其
、|
1離
の
程
度
ば
辑
金
殘 

嵩
の
大
.い
さ
が
大
な
る
程
：

K

と
な
.る
o
、逆
S

.

•
へ
•ば
.貨

幣

的

均

翁

に

，
於

，け

る

利

千

寧

の

豫

想

の

弾

力

性

と

物

價

め

豫

想

の

彈

*

性

と

を

)

：1

_

靖

篇

_

證

_

#

_

觀

顏

_

1 :
贊

纖

:1
歉

_

1 :
纏

觀

_

•
•豫

想

の

彈

カ

性

を

肩

定

す

る

こ

，と

|^
現

在

の
所
で
は
困
難
で
，ぁ
，る

か

ら

事

後

的

に

物

價

騰

落

の

變

動

寧

I

.事
前
的
に
見
れ
ば
豫
想

の
弾
力
性
丨

を
測
定
I

V

、
こ
れ
に
代

.へ
•る

外

に

方

法

實

際

&

和
七f

第
四
四
半
期H

就

V

計s

す
れ
ば
次

Q

如
く
な

る
，

(

物
傲
は
•
東
京
商H

會
議
所
消
赞
財
卸
赞
物
愤
指
數
に
依
る
。
利
5

は

三

髮

經

濟

硏

，究

所

P

——

此q

兩

者

は

^ .
準

時

_點

が

著

し 

く
接
近
し
て
居
各
。)
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. 
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' 

'

卽
ち
其
蕤
は
僅
，に
〇
*
〇
八
に
過
.ぎ
な
い
。 

.
.

.

‘

、
 

'

.

次
に
，珏
金
淺
高
が
物
懷
と
如
何
な
る
關
係
f

^

す
る
か
に
就
て
薄
察
し
な
け
れ
ば
^

ら
な
い
0

現
金
殘
高
ホ
ホ
ゥ
ト
レ
ィ
が「
成

|
2

の
. 

I

般
的
髂
要」

と
述
べ
龙
も
の
に
想S

す
る
の
で
あ
っ
て
，

一
般
の
財
貨
の
耱
要
抓
夫
々
の
豫
想
の
彈
カ
性
及
び
辯
要
の
彈
九
-性
に
依 

::

て
狭
^

冷
れ
名」

招
; *

少
\'
>
:
通

雀
辕
高
一
の

*

^

^

は

物w
f c
l l
_

l

m

ら
れ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
、.
尙-
以
上
の
推
論
は
供
給
側
に
就
て
も
妥
當
し
激
け
れ
ば
^
ら
ぬ
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
广

貨
幣
餅
に
於
け
る
現
金
殘
高
に
對
應
す
る
4>
'
.

の
と
し
.
て
、
財
貨
侧
に
は
夫
々
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る
、
併
し
乍
ら
.
現
金
殘
高
と
ス
ト 

ッ
广
の
作
用
は一

見
し
た
如
く
.
賢
似
し
•
ては居だい、藍
し
現
金
淺
高
は
に
は

.

惯
抓
.準
に
影
響
^

及
ぽ
す
の
で
あ
り
、
相
對
價 

格
に
對
す
る
作
^

ば
間
接
的
で
あ
る
忙
對
し
ス
ト
ッ
ク
は
、
全
く
反
對
收
痕
能
に
は
相
徵
懷
格
.を
變
化
せ
し
め
る
の
み
で
、
物
價
水
準 

に
及
ぼ
す
影
響
•

ゆ
一一

次
的
な
'
も
の
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
此
ス
ト
ッ
ク
の
贽
は
現
’
'金
、
'殘
高
の
指
徵
を
得
た
場
ム
ロ
と
同
樣
の
理
由

，公

，一

般
物
價
水
準
S

想
の
彈
カ
性
矣
該
財
貨
S

含

讓

S

力.
性

の

考

計

？

暴

に

依

り

、：
其
指
.標
を
得
る
こ
と 

が
出
'來
ょ.
う
。 

ノ
 

•

‘

‘ 

，
.

十

一
)

相
對
價
格
の
問
題 

.

■

<

:

/

' 

:

%

、

——

.

從
來
め「

不
安
定
均
衡」

の
概
念
に
於
て
は
、
愿
々
貨
幣
の
中
立
性
が
暗
々
裡
に
假
定
せ
ら
れ
、
相
對
價
格
2 '
女
定
が
論
ぜ
ら
.れ
て
來 

た
、
併
し
乍
ら
、
眞
の
、動
態
に
於
て
相
對
價
格
が
不
變
な
る
こ
と
は
、
到
底
期
待
じ
難
い
所
で
あ
る
、
然
ら
ば
貨
幣
的
均
衡
は
從
來
の 

1

舶

釣

.
均

衡

と

全

然

相

容

.れ

ム

る

.
n

b

う
‘か
。
少
く
と.
も
前
述
の
如
く
現
在
財
と
將
來
財
と
の
•間
に
は
相
對
價
格
不
變
の
稚
論 

が
成
立
つ
、
併.
し
一
般
的
に
袞
へ.
ば
果
し
>

ど
'う
な
る
か
。
.. 

.
、

'
前
述
の
，如
く
、
現
金
殘

の

，存
^
1

:

^

幣
时
均
释
に
於
て
は
：
比
§
的
小
な
る
葸
義
'-
$:-特
づ
に
過
ぎ
な
5

。

從

つ

て

今

ー

'
應

此

れ

を
 

考

慮

の外
，に

置V

時

ば

、
ト

物

氣

の

豫

想

の

观

カ

’

性
は
利
モ
率
の
豫
想
の
彈
カ
性
に
等
し
く
な
.け
れ
ば
な
ら
な
い
バ
現
金
淺
高
を
考
へ
れ 

ば
、「

物
價
の
豫
想Q

w
f

力
性
と
利
子
率X

豫
想
の
彈
力
.性
は
：一

定
の
關
係
に
あ
る
仏」

、とM

ふ
こ
と
に
な

5

1

般

物&

水

準

を

斯

"る 

高
さ
、に
維
持
す
る
に
.

は
'

、
各
財
貨
，の'
價
格
.に
關
ず
る
賓
顧
の
观
カ
他
亦
凡
/^
等
し
い
か
、
叉
は
其
の
各
々
の
ゥ
工
ィ
ト
を
附

し

た

も

め

が
 

互
に
相
殺
さ
れ
た
結
果
.

が
利
..子

率

の

豫

想

の
！
：

力

性

に̂

し
、く
な
け
W

ば
か
ら
な
い
。
然
る
に
後
の
場
合
は
密
接
な
る
，個
係
1 C

.あ
る
.
補

:
'
,的

均

衡

越

輪

ぬ
#
檢

射

：

C
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的
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衡
現
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の
#

檢
計
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• 
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 ̂

.

.

. 

C
:

一-
一
四
西)

 

党
財
叉
ほ
代
替
財
に
碑
て
の
み
期
待
し
得
石
ビ
と
で
魟
る
。
何
と
な
れ
ば
農
業
エ
業
商
業
等
の
產
業
は
各
>
其
資
私
構
成
を
畢
に
し
て
V 

'
居
る
：か
ら
、
例
べ
ば
農
產
物
の
豫
澈
の
彈
ヵ
性
と
工
業
坐
產
物
の
豫
想
の
弾
力
性
と
が
、
相
芄
に
相
殺
し
合
ひ
、
其
結
■堆
一
般
物
懷
水 

準
め
豫
想
の
彈
ヵ
性
が
调
子
寧
の
豫
想
の
彈
ヵ
性
に
.一

致
し
■

た
と
し
て
も
、
計
畫
投
資
は
貨
幣
的
均
衡
を
導
く
べ
き
額
と
は
異
な
る
に 

對
し
，t t
-

f

蓄
は
貨
幣
的
埒
衡
忙
於
け
る
：大
い
-

さ
を
略
保
つ
，か
ら
で
ぁ
る
。
從
つ
て
貨
幣
的
均
衡
に
於
.

て
，は
類
似
Q

M

貨
を
夫
々
一
の 

群
と
す
れ
ば
、
‘
各
集
合
'

の
賢
袼
水
準
に
關
す
る
豫
取
の
彈
ヵ
性
は
’夫
、々
相
等
し
<

な
け
れ
ば
な
^

^

い
、
併
し
夫
々
の
群
は
各
々
其
需 

要
の
！̂

住
&

に
す
る
か
ら
、
弟
マ
節
>

述
べ
た
如
く
、
豫
想
の
嬋
力
性
は
夫
々
の
需
要
の
，

E

力

性

に

正

比

，例

し

な

け

れ

ば

权

ら

な

ぅ
れ
る
。
泚
場
含
供
給
側
に
就
■て
_も
同
樣
の
琪
が
成
立
*
'し
な
け
れ
ば
_な
ら
ぬ
5
從
つ
>
貨
幣
的
均
衡
に
於
て
は
各
_財

貨

群

'
の

需

要

の

增
 

鄭
率
と
勢
か
^

如

か

バ

ぢ

か.: :

。

, 

' 

/

J.

(

,

.

.
，.

パ 

以
上
の
所
論
を
實
際
；に
適
用
す
、る
に
當
り
、
各
財
貨
群
の
■分
類
令
妯
何
•に
と
.る
.べ

き

か

が

問

題

と

な

る

.、-
此

の

鼽

で

は

東

京

商

工

#

 

_
所
の
分
類
が
最
も
適
當
な
樣
に
思
は
‘れ
る
。
卽
ぢ
該
指
•數
は
屯
-
要

商

品

を

，
次

.

の
七
つ
.に
分
類
し
て
居
る
"(

一
)

殼
類
及
び
蔬
菜
類
、 

(

5

飲
料
及
び
調
味
料
、(

三)

肉
覿
及
び
魚
類
、
ハ
四)

衣
料
品
類
、(

五)

®
梁
材
料
類
、K

六)

肥
料
及
び
飼
料
、< 

七

：
雜

類

、

但

し

以 

下
の
既
簿
贮
於
て
は
、1

般
物
價
水
準
の
場
合
と
同
じ
く
*
蕻
前
的
に
豫
想
P
彈
ヵ
性
を
測
定
す
る
と
と
^
困
難
でぁ

*:o

か
ら
、
事
後 

恂
觀
察
，に
依
S
債
格
騰
落
の
變
肇
を
以
て
之
に
代
へ
る
こ
と
と
す
る
、
今
各
.財
貨
群
の
價
格
指
數
を
見
る
に
次
の
如
く
で
ぁ
る
。

'

细
.

‘ 

.
f
0 

, 
0
U
0 

链
Mi
遛

锻

泡

邏

/

链 2

寧
、

.

f

 
^
 

镩 
t.
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.

弱
苕 

5
. 

:
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S
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へ
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7
700
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5
.N
J
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. .7
2
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.6
1
.8

 

•

6

 

、 

S

5 

d

u

52'
4

7

0

’ 

§

S
.
8 

5

S

從
で
右
表
に
依
り
各
財
貨
群
か
價
.
格
騰
落
の
變
動
率
を
訏
弊
す
れ
ば
次
の
如
く
な
- ^

to VO ,

I

0.9s 

.1.26 
1
0
1

:II丨
P
9
8 

0CO
8
. 

-
1
0
.
9
00

III 

. 

い1
3
9

 

,1.12 

丨0.70-

I
V

 

—

 -
M
3

K
0
3
. 

.1,10

VP
9CO

i.GOl
o
f

f t

幣
的
均
.
衡
現
—

■の
律
檢
討

V
I

 

0.99 

.
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f
r
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P
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,
5
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i
.
l
vo
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;
l
*
L
2
2

,

ノ

Vo
rr
o
vo
:
-p
9
9 ,

.1..11 

P
80O
U
5'
o
oo
g 

§OJ 

.

- 

' 

- 

.

.
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'

,

】

2 

—
P
7
6

 

' 

-
P
9
6

 

~
0
.66 

10.81 

P
9
4

 

' 

-
0
.
8
3

 

-
.
0
.
9
5 ,

卽

ち

第

一

類

ユ

り

第

七

類

に

至

る

迄

の

財

貨

群

め

规

格

騰

落

の

變

激

率

が

、
，

'

凡
て
同
_

符
號
を
有
す
る
の
は
、
貨
幣
的
均
衡
に
最
も
接 

近
し
.た
昭
和
七
年
の
第
四
四
半
期
ゼ
あ
ふ
。
而
し
て
此
時
期
に
^ ,

て
^

各
々
の
絕
對
値
も
最
も
接
近
し
て
居
るC

,

卽
ち
最
高
は
第
三
類 

C

肉
類
及
び
.
澈
類)

の

f

 

二

一

、
最
低
は
第
六
類

(

肥
料
及
び
飼
料
；.
の
〇
•

八
六
で
'
あ
り
、
其
差
はc

•

二
五
*

で
あ
る
。
此
れ
は
第
三
類

^

'•
#

豫

の

參

靈

來

顧

期

杧

：於

策

ば

麗

_

雄

揭

讓
_

ぬ

看
&

;

^

_

々
の
射
货
を
と
つ
て
見
れ
ば
*

騰
落
の
變
動
率
はi

層
乖
離
す
る
。
日
本
銀
行
の
東
京
卸
，賫
物
價
調
に
柱
る
五
十
ス
品
中
、
最
重
. 

要
‘I

I

と
し
て
擧
げ
ら
れ
.

て
居
る
の
は
、

•
米
、
小
麥
、
砂
搪
、.
生
糸
、
綿
糸
の
五
品
' i

で
あ
る
が
、

(

淺
り
.
の
五
口
福
目
は
生
產
財
で
あ̂
 

か
ら
此
處
で1

#

.

に
.
論
.
じ
る
こ
と
は
出
来
な
い
，0

其
價
格
指
激
及
び
騰
.

1

動
率
を
見
る
に
次
の
如
く
^

^

 

t

居
る
。

■ 

B

 

一
 

^

 

' 

3

.

^

'
 

.

喀

鶴

.

辟
}
 

0 

^

丨
脔
#;谅

7 

, 

S

 

1
8
3
.
'
.
137 

S
 

5
7

 

108 

,

1.46, 

•

「

’ 

’

■ 

/
9

S
00
'-
§
 

V
IO
CO
M 

5
 

】

s-
こ

3

' 

12 

,

-
1

193 

1
9
3

 

w
o
o 

1
1

3
.

1
99 

1

00

5

•

斯
の
如
I

麥
：
I

綿
糸
の
如
<

代
替
關
|

ず
！

に
在
て
.

は
、
其
價
格
騰
落
の
變
動
？

I

!

の

と
な
る
o 

、 

• 

， 

*

(

十
二)

’

-
貨
幣
的
均
衡
の
方
程
式

〜

：

、
.

'

■:
.

 

、
 

^

 

、

以
上
の
分
析
.
か
.
ら
次
の
妣
き
貨
幣
的
均
衡
の
條
件
を
導
く
ヒ
と
が
出
来
る
。

C

 

一
 

)

t

產
物
^

g

の
限
界
代
替
率
が
其
需
要
の
彈
カ 

，性
と
^

物
憤
の
豫
想
の
，.卿
か
性
の
比
に
等
じ
く
、
且
つ
價
格
の
豫
想
の
彈
カ
性
と
供
給
の
彈
カ
性
の
此
に
等
し
-

.

い
こ
と
0(

一1)
唑
靡
•要
素 

に
就
て
も
同
樣
ゆ
事
が
成
立
す
ベ
き
で
’

あ
る
。C

三)

生
產
要
素
群
の
生
適
物
，群
へ
の
.

限
界
變
形
牵
が
、
其
豫
想
の
彈
カ
性
と
需
要
の
弹 

カ
性
'

の
比
に
等
し
く
、
且
つ
豫
想
の
彈
カ
性
と
.
供
歡
の
彈
カ
性
の
比
に
等
1

い
と
と
。
之
で
あ
る
。
次
に
安
定
の
I

件
と
し
て
、(

一)

 

各
生
產
物
群
間
の
限
典
代
替
率
が
不
變
な
る
こ
と
'

、(

ニ)

各
生
產
要
素
群
間
の
限
界
代
替
率
が
不
變
な
る
こ
と
、C

三)

生
產
要
素
群
ょ 

り
生
起
物
群
へ
-c
o
k

與
變
形
率
，が
不
變
な
る
こ
と
、
を
•
擧
げ
得
る
。
此
安
定
の
飯
件
が
究
.
極
に
'
於
.
て
破
壊
さ
れ
る
1

に
.
至

る

，
こ
と
は
第
ー

1

 

節
で
述
べ
た
如
く
で
彩
る
。*

-

 

.

 

’

 
-

 

- 

ノ
 

.

.

.

 

.

•

'

,

 

.

.

次
に
满
费
者
に
於
け
る
均
衡
‘の
條
件
の
み
を
數
式
化
じ
ず
見
4
ぅ
。

' 

。

'

へ

各

財

貨

酢

の

'
豫
想
め
彈
カ
饨
を
叫
ル
：
：
s n
,
と
し
。
辯
要
の
彈
カ
性
を
扒
巧
队
:
:
K

*

限
界
妳
用
を
« 1

叫
：
ン
u
n

と
す
る
。
m 

金
殘
高
ぼ
一
の
財
貨
群
ど
考
へ
る
こ
と
がM
 .h

。
之
に
對
應
す
る
も
の
と
し
て
は
物
價
に
關
す
る
豫
想
の
弾
•力
性
を
ど
れ
ば
ょ
い
。 

-
•
M

を
貨
幣
所
•
得
と
す
れ
ば
、
消
蹩
嗜
均
衡
の
條
件
は
’

.

'
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ぅ
に
推
测
さ
れ
.る
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私
藏
の
寫
本
ゆ
美
濃
#

^
付
七
十
一
一
一
枚
の
も
の
で
あ
る
が
ノ
そ
の
內
容
は」

次
ぎ
.の
抓
く
で
あ
る

。

最
初
杧
序
の
：代
り
に
、「

國
郡
庄
園 

'村
鄕
之
事」

と
い
シ1

文
を
添
.へV

ゐ
る
が
、
こ
れ
は
本
文
と
は
大
じ
て
關
係
は
な
い
;0
味
文
は
、

■
? 

•

1拾
芥
消
記
J
K:
-
.つ
い

て
.
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